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㣗料の。[1]ࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ࡝࡞⏕Ⓨࡢศ㓄ၥ㢟ࡢ࣮

分㔝では、✐≀の㣗⣊価᱁は௒ᚋ上᪼するとண

᝿されており、日本で自給⋡の低いရ目はධ手

ᅔ㞴になることも考えられる[2][3]。このように

日ᖖをとりᕳく資源・エネルギーのᯤῬや、㣗

料㟂給のၥ題の他にも、生≀多様性のຎ化、ே

ཱྀの増ຍ、Ẽೃኚ動など様々な環境ၥ題がᆅ⌫

上にᏑᅾしている。この環境ၥ題の原因となっ

ているのが≀㉁消費を原因としたே間活動の

ᣑ大であり、そのᣑ大をᡃ៏という方向ではな

くே間の持つ豊かさを保持しながらいかに೵

Ṇ・⦰ᑠするかが重要となる[4]。 
このような環境ၥ題に対し日本の消費者は、

9 ๭を㉸える消費者が環境ၥ題に関心を持ࡕ、

⣙ 7๭の消費者が環境ၥ題に対する行動がᚲ要

と感じているという結果が報告されている[5]。

また、日本では 1999 年にトップランࢼー方ᘧ

をᑟධし、様々なエネルギーロス๐減ᢏ⾡が㛤

発されてきている [6]。しかしᐇ㝿のᐙᗞにおけ

る環境負荷の᥎⛣をࡳると、ᐙᗞ部門における

CO2 ᤼出㔞は㏆年上᪼ഴ向にある[7]。現ᅾの生

活では持続可能性が低く、環境負荷を減少させ

るようなライࣇスタイル࡬のኚ㠉がồめられ

るであろう。 
 一方で、2011 年 3 ᭶ 11 日にᐑᇛ┴୕㝣Ἀを

㟈源とした、࣐グࢽチࣗード 9.0 という㠀ᖖに

大きなᆅ㟈が発生した。このᆅ㟈はそのᚋ発生

したవ㟈やὠἼの被ᐖとేせてᮾ日本大㟈⅏

と࿧ࡤれ、日本観 ྐ上最大の被ᐖをもたらす

結果となった。ᆅ㟈被ᐖの大きかったᆅ域では

インࣇラ౪給、㣗⣊౪給の୙安定化がᘬき㉳こ

され、㟈⅏を境に生活が大きくࣇࢩトしたと考

えられる。この一連の被ᐖは生活に大きくᨭ㞀

をきたし、日ᖖ生活࡬の「ไ⣙」として消費者

の意識や行動に影響を与えたことが考えられ

る。⅏ᐖ研究としては 1995 年に発生した㜰⚄

大㟈⅏を機にᛴ増したが定性的な指ᶆをᢅっ

たものが多く定㔞的に消費㈈に対する意識や

行動を調査したものは多くは見られない。 
 そこで、本研究では㟈⅏ᚋの状態をᑗ来の環

境ไ⣙と௬定し、消費㈈を対象に消費者の意識

や行動がどのようにኚ化したのかを、増田ら[5]

によって㛤発されたライࣇスタイルࣁザード

 。ップを用いて明らかにしていく࣐
 
 
2.方法 
 ライࣇスタイルࣁザード࣐ップは、「ඃඛᗘ」

と「環境負荷」の 2 ㍈で構ᡂされている。ྛ消

費㈈に対して消費者࡬の調査からඃඛᗘと環

境負荷を⟬出しプロットすることで調査状ἣ

ୗでの消費㈈の༴㝤ᗘをᢕᥱすることができ

るものである。本調査では増田ら[5]のඛ行研究

とのẚ㍑を行うため増田らが用いた消費㈈を

そのまま用いる。調査は Web アンケートを᥇

用し、調査時ᮇは㟈⅏ᚋの時間⤒過によるኚ化

を観察するため㟈⅏から⣙ 100 日ᚋ(2011 年 6
᭶16日㹼6᭶20日)、㟈⅏から⣙200日ᚋ(2011
年 9 ᭶ 27 日㹼9 ᭶ 28 日)、㟈⅏から⣙ 300 日

ᚋ(2012 年 1 ᭶ 5 日)の 3 ᅇに分けてᐇ᪋した。 
 
 
3.調査結果と考察 
 まず、㟈⅏๓ᚋのඃඛᗘと環境負荷のᆅ域別

の⤒時ኚ化を明らかにする。増田らのᬑẁの生

活におけるඃඛᗘと環境負荷のデータを通ᖖ

時㸦㟈⅏๓）とし、本調査で行った㟈⅏から⣙

100 日ᚋ、200 日ᚋ、300 日ᚋのデータとの⤒

時ኚ化から生活者の価್観ኚ化を観察した。消

費㈈のඃඛಶᩘのኚ化をᅗ 3-1、3-2 に♧す。 
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ᅗ 3-1 消費㈈のඃඛಶᩘのኚ化㸦ᮾ໭） 
 

 
ᅗ 3-2 消費㈈のඃඛಶᩘのኚ化㸦ᮾ໭௨外） 
 
 
ඃඛಶᩘの⤒時ኚ化に᭷意なኚ化があるかど

うかをࡳるために t ᳨定を行ったところ、ᮾ໭

௨外のᆅ域の㟈⅏๓から㟈⅏100日ᚋ࡬の⪏ஂ

消費㈈ (t(1656)=2.165,p<.05) 、消⪖消費㈈

(t(1656)=2.553,p<.05)のኚ化に᭷意な減少がࡳ

られた。㟈⅏の被ᐖが大きくไ⣙がᙉかったと

されるᮾ໭ᆅ域では消費㈈の価್が⥔持また

は増ຍするഴ向がࡳられ、一方で㟈⅏の被ᐖが

ᑠさくไ⣙のᙅいとされるᮾ໭௨外のᆅ域で

は消費㈈の価್が減少したと考えられる。環境

負荷については᭷意なᕪは見られなかった。௨

上から、㟈⅏ᚋ、㟈⅏のไ⣙のᙉかったᆅ域で

は消費㈈のᚲ要性にẼ௜き、消費㈈の価್が減

少したと考えられ、ไ⣙のᙅかったᆅ域では消

費㈈のᚲ要意識がⷧれ、消費㈈の価್が減少し

ていったと考えられる。また、消費㈈に対する

価್観のኚ化は㉳こったが、環境負荷の್を与

える消費㈈の฼用㢖ᗘはኚ化しておらず、ライ

スタイルをኚ化させるような行動のኚ化まࣇ

では⮳っていないことが考えられる。 
 ḟに㟈⅏の被ᐖが大きく、ไ⣙がᙉかったと

されるᮾ໭ᆅ域において、㟈⅏ᚋのྛ消費㈈に

対する価್観のኚ化を観察する。㟈⅏๓から

100 日ᚋ࡬のኚ化では消費㈈により様々なኚ化

がࡳられるが、100 日ᚋから 200 日ᚋ࡬のኚ化

では、ࡦとつࡦとつの項目においては᭷意なኚ

化がࡳられないが、全యഴ向として㟈⅏๓の状

態࡬とᡠる動きが見てྲྀれる消費㈈が多い。ま

た、消⪖消費㈈についても同様のഴ向が見られ

た。ᐇ㝿に 200 日ᚋにおいて㟈⅏๓の状態࡬と

ᡠる動きを見せた項目は⪏ஂ消費㈈において

85%、消⪖消費㈈において 72%であった。すな

㟈⅏のไ⣙がᙉいとしたᮾ໭ᆅ域におい、ࡕࢃ

て消費㈈に対する意識の㛗ᮇ的なኚ化では、⪏

ஂ消費㈈、消⪖消費㈈にඹ通し消費㈈に対する

価್観にはᦂりᡠしが㉳こっていたことが考

えられる。しかし価್観のᦂりᡠしがࡳられな

い、いࡤࢃ、㟈⅏により価್のࣇࢩトした消費

㈈の項目もいくつか見受けられるのも事ᐇで

あり、その原因は୙明である。 
 ḟに、増田らのඛ行研究における環境ไ⣙と

௒ᅇのᮾ日本大㟈⅏における㟈⅏のไ⣙をẚ

㍑する。増田らは㟈⅏๓のᬑẁの状態において

生活者に環境ไ⣙を᝿定させ、環境ไ⣙ୗにお

けるライࣇスタイルࣁザード࣐ップのኚ化を

分析した。本研究では増田らが行った㟈⅏๓の

ᬑẁの状態を通ᖖ時とし、㟈⅏のไ⣙を⤒験し

たᮾ໭ᆅ域の㟈⅏100日ᚋ࡬のライࣇスタイル

ップのኚ化を分析することで、環境࣐ザードࣁ

ไ⣙を᝿定させた場合と㟈⅏のไ⣙を⤒験し

た場合による意識と行動のኚ化をẚ㍑する。環

境ไ⣙を᝿定させた場合のᮾ໭ᆅ域における

⪏ஂ消費㈈、消⪖消費㈈それぞれのኚ化をᅗ

3-3,3-4 に♧す。 
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ᅗ 3-3 通ᖖ時と環境ไ⣙ୗにおけるライࣇスタイルࣁザード࣐ップのኚ化㸦⪏ஂ消費㈈） 

 

 
 

ᅗ 3-4 通ᖖ時と環境ไ⣙ୗにおけるライࣇスタイルࣁザード࣐ップのኚ化㸦消⪖消費㈈） 
 
㟈⅏๓のᬑẁの状態で環境ไ⣙を᝿定させた

場合、ඃඛᗘについては⪏ஂ消費㈈、消⪖消費

㈈ඹに減少する項目が多く、消費㈈の価್の減

少が見てྲྀれる。一方でᐇ㝿にไ⣙を⤒験した

㟈⅏ 100 日ᚋのኚ化を見てࡳると、⪏ஂ消費㈈

においてはඃඛᗘの大きな減少ഴ向は見られ

ず、ඃඛᗘが上᪼している項目も見受けられた。

消⪖消費㈈においても、ඃඛᗘの減少項目はࡴ

しろ少なく、多くの項目で上᪼のഴ向があった。

このことから生活者のඃඛᗘの評価に、ᐇ㝿の

ไ⣙を⤒験したものとẚ㍑すると、かなりの相

㐪がࡳられる。また、環境負荷についても環境

ไ⣙を᝿定させた場合では減少のഴ向を♧し
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どኚ化がない。㟈⅏ᚋは฼用㢖ᗘもኚ化がなࢇ

く、ᐇ㝿には行動のኚ化までは⮳っていないこ

とが考えられたため、消費者はᑗ来㉳こりうる

環境ไ⣙を過ᑠ評価していたのではないかと

᥎ できる。 
 
 
4.結ゝ 
 本研究では消費㈈を対象としたアンケート

調査により、㟈⅏の被ᐖの大ᑠによって意識の

ኚ化にᆅ域ᕪが生じ、生活にᨭ㞀をきたす࡯ど

ไ⣙のᙉかったᮾ໭のᆅ域で消費㈈の価್が

上᪼し、消費㈈のᚲ要性にẼ௜いたという結果

が得られた。また、全ᅜ的に消費㈈に対する価

್観ኚ化はあったものの、฼用㢖ᗘをኚえるよ

うな行動のኚ化までは⮳っていないことも明

らかとなった。そして、消費㈈に対する価್観

ኚ化というものは⣙200日௨内にඖの価್観࡬

ᡠろうとするᙎຊ性をもつという特性も発見

することができた。さらに、ඛ行研究で行ࢃれ

た環境ไ⣙の᝿定と௒ᅇの㟈⅏を⤒験したᆅ

域とをライࣇスタイルࣁザード࣐ップを用い

てẚ㍑すると、ඃඛᗘと環境負荷(฼用㢖ᗘ)の
評価に㐪いがࡳられ௒ᅇの㟈⅏を生活にᨭ㞀

をきたすようなไ⣙とするならࡤ、生活者はᬑ

ẁの生活において環境ไ⣙を᝿定することは

㞴しく、ไ⣙ୗにおける価್観を過ᑠ評価して

いた可能性が♧၀された。 
ၟᮦ別にලయ的に価್観ኚ化を見ていくと、

生活者は楽しࡳを重どし、生活のᛌ㐺さをチ容

していることがࢃかった。また、環境ไ⣙を᝿

定した場合では消費㈈全⯡で価್の減少がࡳ

られたが、ᐇ㝿にไ⣙を⤒験した場合では価್

が減少したのはア࣓ࢽティ〇ရを中心とした

ものに㝈られ、生活のᛌ㐺さをある⛬ᗘチ容で

きると考えられる。しかし௒ᅇ観 されたのは

あくまで価್観または意識のኚ化であるため、

ไ⣙ୗにおいてどのような要因があれࡤ行動

のኚ化࡬とつながるのか、௒ᚋのさらなる研究

がᚲ要である。 
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